（１）和文表題
介護福祉士養成校の留学生が感じるカタカナ語の難しさと学習過程における理解
－第29～31回介護福祉士国家試験問題からの検討－

（２）和文抄録
〔目的〕介護福祉士養成校で学習する留学生が，カタカナ語をどの程度難しいと感じているのか，学習の過程でどのようなカタカナ語を理解できるようになるのか明らかにする．〔方法〕養成校（2年制）の留学生12名を対象に，カタカナ語の難しさを5件法で尋ねた．また，第29－31回の介護福祉士国家試験過去問題からカタカナ語を抽出し，意味の理解を調査した．〔結果〕留学生の58.33％がカタカナ語を「とても難しい」「難しい」と感じていた．また，旧日本語能力検定の級外からＮ５までのカタカナ語について，2年生より1年生の方が「意味が分からない」と回答した割合が高かった．〔結論〕留学生の半数以上は，カタカナ語に難しさを感じていること，級外のカタカナ語には，日本人と留学生を区別せずに理解できるよう指導する必要がある専門用語があること，日常や学習での出現頻度が高いカタカナ語は理解できるようになる可能性があることが示唆された．

（３）和文キーワード
介護福祉士養成教育，外国人留学生，カタカナ語，介護福祉士国家試験
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